
 

                                   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        令和８年３月２日（月）第２０号 

           練馬区立石神井中学校  保健室       

             校  長   山 田 美  鈴  

 

２月１９日（木）に今年度の健康診断結果や学校保健活動の様子を報告する「学校保健委員会」

を開きました。今号では、内容を一部紹介します。まだ資料がございますので、興味のある方が 

いらっしゃいましたらお渡しすることができます。お子さまを通して、保健室へご連絡ください。 

 

 

◆歯科健診の結果について◆ 
 

一番所見が多く見つかった学年は３年生の男子、次

は２年生の女子・２年生の男子の順番でした。２年生

は男女ともに口腔状況が気になります。むし歯は、全

体の４.６％の生徒にみられ、昨年度の割合（９.１％）

を下回っており、改善がみられました。その一方で、

歯周疾患要観察は、昨年度より増加していました。 

 

 

◆保健室来室の様子について◆ 
 

 1 月末の時点で、保健室に来た人数は１３２７

人で、昨年度とほぼ横ばいでした。曜日ごとに見

てみると、水曜日の来室が一番少なかったです。

５時間授業が影響しているかもしれません。 

また、学年ごとに見てみると２年生は約４割を

占めていました。 

 

◆活躍する保健委員◆ 
 

 主にハンカチランキングと、それに伴い作成した

動画「石中あるある」について紹介しました。実際

に保健委員であるあるを考え、楽しみながら撮影を

しました。本格的な小道具にも注目です。動画を一

部見せると、来てくださった方々からも笑いが起き

るなど、大きな反響を得ることができました。 

 

学校のプール検査、飲料水検査、ダ

ニアレルゲン検査、黒板面の検査、

換気及び保温等の検査、学校の清

潔検査など、様々な検査を実施し

ましたが、大きな問題はありませ

んでした。 

（学校薬剤師 渡邉先生） 

近視が進むと眼球の長さが長く

なり、野球ボールのような眼球が

ラグビーボールのようになりま

す。それにより、将来、緑内障や

網膜剥離などの病気になりやす

くなるので、近視の度数は進まな

い方が良いです。近年、近視進行

抑制薬も出ていますが、保険適用

ではありません。 

（眼科校医 石川先生） 

「歯周疾患要観察」の生徒が増えてい

るのは、口腔清掃だけの問題ではな

く、マスク装着や口呼吸も影響してい

ます。口唇を閉じて生活しましょう。 

（学校歯科医 宮本先生） 
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